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マウス肺炎ウイルス
Pneumonia Virus of Mice
(PVM)

分類
RNA ウイルス、エンベロープをもつ

科
Paramyxoviridae

感受性動物種
マウス、ラット、コットンラット、スナネズミ、モルモット、

およびウサギ

頻度
実験用マウスおよび実験用ラットにおいては、まれである。

野生マウスにおいても、頻度は低い（集団による違いがある

と考えられる）。

伝播経路
PVM は、エアロゾルあるいは呼吸器分泌物との直接接触を介

して伝播する。PVM は、他のパラミクソウイルスほど感染性

は強くない。

臨床症状および病変
免疫機能が正常なマウスは、臨床症状を示さない。免疫不全

マウスにおいては、消耗病をともなう進行性の間質性肺炎が

みられる。免疫不全マウスにおいては、PVM とニューモシス

ティスの重感染によって、合併症がひき起こされることがあ

る。ラットにおいては、臨床症状はみられない。しかし顕微

鏡的には、急性非化膿性の多数の巣状血管炎をともなう間質

性肺炎像を呈する。

診断
一般的に、診断は血清学的検査（ELISA, IFA, MFIA®）によっ

ておこなわれる。PCR による診断も可能である。

実験への悪影響
免疫機能が正常な動物においては、PVM は研究へ悪影響を及

ぼすことはないであろう。しかし、免疫機能が正常な動物に

おいても、PVM によって、なんらかの肺の変化が誘導される

可能性はある。免疫不全動物においては、肺機能の低下にと

もなう進行性の消耗病のために、寿命が短縮することがある

ので、このような動物を研究のために使用するのは適切では

ない。さらに、このような免疫不全動物は、動物施設の（マ

ウスのみならず）他の動物への感染源となるおそれがある。

予防と治療
野生マウスは、PVM の自然宿主であると考えられるので、動

物実験施設へ野生げっ歯類が侵入しないようコントロールし

なければならない。飼育している動物の血清学的検査を定期

的に実施し、感染が疑われる導入動物を検疫することを推奨

する。感染動物については、それぞれの動物の価値ならびに

当該動物を再導入することができるか否かを考慮して、適切

な処置を決定する。一般的に、全個体を淘汰し、動物飼育室

内すべてを徹底的に清掃、消毒し、その後、新たな動物を導

入することを推奨する。PVM を撲滅するためには、子宮摘出

による再構築（クリーン化）および胚移植ともに効果的であ

ることが示されている。免疫機能が正常な動物においては、

繁殖を停止し、感染の拡散（「バーンアウト（燃え尽き）」）を

待つ方法も有効である。しかし、この方法を利用する場合に

おいては、注意深い考察をおこないながら、動物施設を完璧

に管理することが求められる。PVM の伝播は、ケージにフィ

ルターキャップをかぶせたり、スタッフの移動を少なくした

り、あるいは動物飼育管理を厳重におこなったりすることに

よって制限することができる。
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